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を認定!

決算に関する主な質問や意見

東郷小学校図書室

北部資源回収ステーション

　平成28年第3回9月定例会は8月26日から9月23日までの29日間の日程で開催されま
した。今回の定例会では、人事関係2件、条例関係3件、平成28年度一般・特別会計補
正予算4件、平成27年度一般・特別会計決算認定7件、請願2件・意見書2件の合計20
議案を審議しました。
　慎重審議の結果、全て原案通り同意・可決・認定・採択しました。これらの審議結果
については、５ページ結果一覧表をご覧ください。

大型
事業

まちの中心核をつくる
東郷セントラル開発推進に向け周辺整備に

8784万円

Q　子ども子育て会議の開催状況は。
A　平成25・26年度は、子ども・子育て支援事業計画を策定する際

に開催された。27年度は、関連施設の利用状況に応じた利用定
員の見直しについて会議に諮られた。

Q　学校図書館司書教諭補助員配置の効果は。
A　図書がよく整理された状態で使いやすくなったなど、図書室の活

性化は進んでいる。

Q　財政調整基金が順調に増え続けている状況は。
A　入札による執行残や景気状況による地方消費税交付金の増など、

当初予算と比べると決算ベースで若干増えたことにより増加し
ているが、現段階でもまだ財政調整基金が多いとは考えていな
い。

　　平成32年までに標準財政規模のおよそ20％、15〜16億を目途と
して積み立てているところである。

Q　廃棄ゴミは平成26年度平成27年度とも増えた一方、資源ごみの
回収は平成26年度平成27年度ともに減った。原因と対策は。

A　計画収集は前年よりも若干減少していることから、事業系のごみ
が増えている。資源ごみは、新聞・雑誌・段ボールが極端に減っ
ていることや、町内のスーパーなどを含む民間回収の増加が要
因と思われる。啓発を続けていきたい。
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平成
27年度 決算一般会計

特別会計
区　分 予算現額

歳　入 歳　出 歳入歳出差引
残　額金 額 収入率% 金 額 執行率%

一般会計 117億3524万円 118億7114万円 101.2 113億6198万円 96.8 5億916万円

特
別
会
計

国民健康保険 44億9873万円 44億8985万円 99.8 43億4782万円 96.6 1億4203万円
国民健康保険
東郷診療所 1億4410万円 1億4498万円 100.6 1億3013万円 90.3 1485万円

後期高齢者医療 4億1256万円 4億719万円 98.7 4億719万円 98.7 0円
介護保険 21億1615万円 20億7931万円 98.3 20億800万円 94.9 7130万円
下水道事業 9億724万円 9億849万円 100.1 9億99万円 99.3 749万円
旭ヶ丘団地
汚水処理事業 367万円 371万円 101.1 334万円 91.0 37万円

小　計 80億8245万円 80億3353万円 99.4 77億9748万円 96.5 2億3605万円
合　　計 198億1769万円 199億467万円 100.4 191億5946万円 96.7 7億4522万円

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合もあります。

賑わい創出
主な事業
1　都市計画道路建設負担金　1471万5千円
2　町道和合ヶ丘・新池線道路改良工事　1233万円
3　東郷中央土地区画整理地内公共下水道事業　5188万4千円
4　広報番組・ＰＲ動画作成　460万円

子育て支援
主な事業
1　小規模保育　　766万8千円
2　児童発達支援事業　　1008万4千円
3　東郷中学校北校舎大規模改造工事　４億8626万5千円
4　子ども医療費支給　2億9912万４千円

防災と安全
主な事業
１　防犯灯ＬＥＤ化　　762万円
２　耐震性貯水槽設置　1112万4千円
３　防災倉庫整備　　　538万7千円
４　尾三消防組合負担金　5億3826万4千円
　　尾三衛生組合負担金　2億3589万5千円

諸輪中学校に整備された
防災倉庫

児童発達支援事業所
「ハーモニー」

東郷中央土地区画整理地内
公共下水道事業

東郷中学校北校舎大規模改造工事
「トイレ洋式化」等
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9月定例会
議案討論

第３回
平成28年

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

平
成
27
年
度
東
郷
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

平
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27
年
度
東
郷
町
国
民
健
康
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特
別
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歳
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定
）
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年
度
東
郷
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

平
成
27
年
度
東
郷
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

平
成
27
年
度
東
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
不
況
か
ら
生
活
を
守
る
べ

き
な
の
に
介
護
保
険
料
や
下

水
道
料
金
な
ど
が
値
上
げ
さ

れ
た
。
財
政
調
整
基
金
が
増

え
続
け
、
町
に
お
金
が
な
い

と
は
言
え
な
い
。
集
め
た
税

金
が
住
民
に
十
分
還
元
さ
れ

て
い
な
い
。
高
額
納
税
者
へ

の
感
謝
状
は
や
め
る
べ
き
だ
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
一
般
会
計
か
ら
の
医
療
費

等
繰
入
金
が
6000
万
円
か
ら
2000

万
円
に
減
ら
さ
れ
た
。
こ
の

財
源
が
確
保
さ
れ
て
お
れ

ば
、
減
税
は
可
能
だ
っ
た
。

高
過
ぎ
る
国
保
税
を
少
し
で

も
下
げ
よ
う
と
い
う
考
え
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

組
み
。
お
年
寄
り
を
年
齢
で

区
切
っ
て
差
別
す
る
制
度
の

廃
止
を
願
う
立
場
か
ら
反
対

す
る
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
費
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
、
２
年
に
１
回
の
保
険
料

見
直
し
で
値
上
げ
さ
れ
る
仕

　
保
険
料
の
基
準
額
を
上
げ

た
だ
け
で
な
く
、
低
所
得
者

の
基
準
額
に
対
す
る
倍
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
町
が
主

体
と
な
る
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
移

行
準
備
が
始
ま
っ
た
が
、
受

け
皿
づ
く
り
が
十
分
だ
と
は

言
え
な
い
。

	

（
門
原
武
志
　
議
員
）

　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
３
本

柱
、
賑
わ
い
の
創
出
、
子
育

て
支
援
、
健
康
づ
く
り
に
加

え
防
災
と
安
全
施
策
を
重
点

に
、
主
要
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
一
方
、
財
政
健
全
化

に
向
け
経
費
節
減
に
努
め
ら

れ
、
高
く
評
価
で
き
る
決
算

で
あ
る
。

	

（
加
藤
達
雄
　
議
員
）

　
保
険
税
現
年
度
課
税
額
は

加
入
者
数
の
減
少
に
よ
り
3200

万
円
の
減
額
で
あ
っ
た
が
納

付
相
談
等
や
保
健
事
業
で
は

医
療
専
門
職
員
を
中
心
に
細

や
か
な
事
業
を
展
開
し
た
。

今
後
は
被
保
険
者
の
特
性
を

生
か
し
、
健
康
増
進
や
疾
病

予
防
等
保
健
事
業
の
実
施
を

願
う
。

	

（
星
野
靖
江
　
議
員
）

　
歳
入
は
保
険
料
収
入
で
収

納
率

99.26
％
。
歳
出
で
は
保
険

料
納
付
金
、
保
険
基
盤
安
定

負
担
金
は
、
い
ず
れ
も
適
正

に
予
算
執
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
長
寿
検
診
に
つ
い
て
も

加
入
者
の
健
康
管
理
、
健
康

増
進
の
た
め
よ
り
一
層
の
ご

尽
力
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

	

（
加
藤
宏
明
　
議
員
）

　
今
決
算
は
第
6
期
介
護
保

険
事
業
計
画
初
年
度
で
あ

る
。
基
本
理
念
「
地
域
の
よ

り
良
い
暮
ら
し
を
地
域
で
支

え
る
」
の
実
現
に
向
け
、
円

滑
な
推
進
と
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
拡
大
に
着
実

に
推
進
さ
れ
、
適
正
に
執
行

さ
れ
た
決
算
で
あ
る
。

	

（
加
藤
達
雄
　
議
員
）

　
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

子
育
て
ア
プ
リ
な
ど
の
情
報

提
供
を
始
め
た
ほ
か
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
お
や
つ

支
給
、
き
ら
き
ら
こ
ど
も
は

全
学
区
で
実
施
さ
れ
、
安
心

し
て
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

が
で
き
る
ま
ち
に
向
け
先
進

的
な
行
政
手
腕
を
高
く
評
価

す
る
。

	

（
加
藤
宏
明
　
議
員
）

　
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
安
全
な

暮
ら
し
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
町
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、
経
費

削
減
の
工
夫
、
努
力
が
伺
え

る
決
算
内
容
で
あ
る
。

	
（
加
藤
啓
二
　
議
員
）

反
対

反
対

反
対

反
対

　
下
水
道
料
金
が
初
め
て
値

上
げ
さ
れ
た
。
月
に
18
立
方

メ
ー
ト
ル
使
う
標
準
的
な
家

庭
の
場
合
、
月
1555
円
か
ら
1749

円
に（
12.5
％
）。
下
水
道
は
都

市
生
活
の
向
上
に
必
要
な
基

盤
で
あ
り
、
住
民
生
活
や
産

業
に
直
結
す
る
公
共
料
金
の

値
上
げ
は
慎
重
に
行
う
べ
き

だ
。

 

（
門
原
武
志
　
議
員
）

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成
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議案審議の結果一覧
9 月 定 例 会

議 案 名
※議長　箕浦克巳は採決に加わらない　○…賛成　×…反対
※太字は討論があった議案名

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水

川　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町税条例等の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町都市計画税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成28年度東郷町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成27年度東郷町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成27年度東郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成27年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成27年度東郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成27年度東郷町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成27年度東郷町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― ○

平成27年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

９月定例会における意見書案 （全員一致で可決）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
野
口
正
勝
氏
は
、
名
古
屋

国
税
局
の
法
人
課
税
務
部
門

等
で
41
年
間
勤
務
さ
れ
、
平

成
17
年
よ
り
税
理
士
と
し
て

開
業
し
、
普
通
地
方
公
共
団

体
の
財
務
管
理
の
経
理
に
関

し
て
は
信
望
も
厚
く
、
人
格

高
潔
で
優
れ
た
識
見
も
あ
り
、

監
査
委
員
と
し
て
適
任
で
あ

る
。	

(

加
藤
達
雄
　
議
員) 

　
野
々
山
孝
男
氏
は
、
昭
和

52
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
東

郷
町
役
場
に
勤
務
さ
れ
、
在

職
中
に
は
固
定
資
産
税
の
担

当
と
し
て
、
固
定
資
産
を
適

正
に
評
価
を
さ
れ
て
き
た
方

で
あ
り
、
そ
の
培
わ
れ
た
固

定
資
産
税
に
係
る
公
平
で
良

識
あ
る
見
識
は
、
委
員
に
は

適
任
で
あ
り
ま
す
。

(

加
藤
啓
二
　
議
員) 

　
平
成
27
年
度
は
、
セ
ン
ト

ラ
ル
開
発
に
伴
う
下
水
管
路

の
延
長
や
耐
震
対
策
工
事
な

ど
が
行
わ
れ
、
下
水
道
事
業

が
着
実
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
未
地
域
で
の
整
備

を
始
め
と
し
た
事
業
を
推
進

し
て
頂
き
た
い
。

	

（
石
橋
直
季
　
議
員
）

賛
成

賛
成

賛
成

意見書名 提出先

愛知県の私学助成の増額と拡充
に関する意見書

愛知県知事
　 大 村 　 秀 章　殿

国の私学助成の増額と拡充に関
する意見書

内閣総理大臣・財務大臣・文部
科学大臣・総務大臣　宛
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一

般

質

問
西尾　隆男 議 員

Ｑ：「ららぽーと」を開業する時期は
Ａ：土地の引き渡しが行なわれた 2年後

一
般
質
問
町政を問う
※「一般質問」とは、議題と関係なく行財政全般にわたる議員主導による政策議論です。

14議員が質問

ここが聞きたい！

西尾　隆男	 １　「ららぽーと」の開業と「セントラル」
開発状況について･･･････････････ P6

若松　孝行	 １　本町の認知症高齢者の現状と「新オレ
ンジプラン」について･･･････････ P7

	 ２　「老人憩の家」について

新家　光江	 １　セントラル開発について･････････ P7
	 ２　自治会加入について

近藤　鑛治	 １　東郷町地域公共交通網形成計画（平成
28年度〜平成32年度）について････ P8

	 ２　第４次東郷町交通安全計画（平成28
年度〜平成32年度）について

星野　靖江	 １　安心して暮らし続けられる多様な在宅
支援対策について･･･････････････ P8

	 ２　新生児聴覚スクリーニングについて
	 ３　緑と水辺を限りある資源と考慮し自然

環境保全対策について

水川　　淳	 １　本町の学校教育および学校施設の利用
について････････････････････････ P9

	 ２　愛知県総合教育センターの現状と将来
について

加藤　達雄	 １　諸輪東部開発の現状について･････ P9
	 ２　待機児童ゼロを目指す２つの保育園の

建設状況について
	 ３　介護予防日常生活支援「総合事業」について

井俣　憲治	 １　東郷町の雇用拡大政策と町内企業振興
について･･････････････････････P10

	 ２　東郷町の公共交通政策とセントラル開
発およびバスターミナルについて

	 ３　セントラル開発および道の駅事業に関
する本町財政計画について

石橋　直孝	 １　ＳＮＳ運用について････････････P10
	 ２　いこまい館水中トレーニング室の水質

管理について

加藤　宏明	 １　地域包括ケアについて･･････････P11
	 ２　ふるさと納税について
	 ３　選挙状況について

いしいゆみ	 １　東郷町の緑化について･･････････P11
	 ２　災害時のいこまい館の役割について
	 ３　東郷町に人材バンクを
	 ４　介護予防について

若園ひでこ	 １　東郷町での「愛知県民茶会」について
		  	 ･･････････････････････････････P12

國府田さとみ	 １　中学校の部活動について･････････P12
	 ２　子どもの貧困対策について

門原　武志	 １　道の駅について････････････････P13
	 ２　小中学校全教室へのエアコン設置について
	 ３　2018年度に向け国が検討している介

護保険制度の改定について

【
問
】2018
年
度
に「
ら
ら
ぽ
ー

と
東
郷
」
が
開
業
さ
れ
る
事

に
な
っ
て
い
る
が
可
能
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】2018
年
度

開
業
は
新
聞
発
表
さ
れ
た

も
の
で
、
三
井
不
動
産
㈱

や
本
町
が
公
式
に
発
表
し

た
も
の
で
は
な
い
。「
ら

ら
ぽ
ー
と
」
の
開
業
時
は

土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら

三
井
不
動
産
㈱
に
土
地
の

引
き
渡
し
が
行
わ
れ
た
後

２
年
後
に
開
業
予
定
。

【
問
】予
定
敷
地
面
積
の
内

ど
の
く
ら
い
引
き
渡
し
は

終
っ
た
の
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】組
合
が

行
う
仮
換
地
指
定
や
造
成

等
、
土
地
を
引
渡
す
こ
と

が
出
来
る
状
態
ま
で
事
業

が
進
捗
し
て
い
る
事
が
前

提
。
ま
だ
引
渡
し
が
出
来

な
い
状
態
。

【
問
】用
地
引
渡
し
が
終
了

す
る
の
は
い
つ
頃
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】引
き
渡

し
の
時
期
は
仮
換
地
指
定

後
、
速
や
か
に
取
り
か
か

れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

【
問
】三
井
不
動
産
㈱
と
土

地
売
買
契
約
の
締
結
は
出

来
た
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】現
在
仮

換
地
指
定
の
前
の
た
め
土

地
売
買
契
約
は
出
来
な
い
。

※
そ
の
他　

道
路
の
イ
ン

フ
ラ
計
画
お
よ
び
「
東
郷

中
央
区
画
」
事
業
に
つ
い

て
も
質
問
し
た
。

ららぽーと建設予定地
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一

般

質

問
新家　光江 議 員

Ｑ：セントラル開発について問う
Ａ：町、組合共に着々と進行中である

【
問
】本
町
の
事
業
で
今
後

都
市
計
画
決
定
手
続
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
等
は
ど
の

様
な
事
務
が
あ
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】用
途
地

域
の
指
定
、
地
区
計
画
の

策
定
等
が
あ
る
。
そ
の
為

県
と
の
協
議
や
打
ち
合
わ

せ
、
住
民
説
明
会
等
の
手

続
き
が
必
要
。
本
町
の
条

例
改
正
も
必
要
。
決
定
時

期
は
来
年
秋
頃
を
予
定
。

【
問
】仮
換
地
指
定
等
の
予

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】仮
換
地

指
定
は
来
年
３
月
を
目
指

し
原
案
を
作
成
中
で
あ
る
。

【
問
】三
井
不
動
産
㈱
と
の

「
定
例
会
」
で
話
し
合
う

内
容
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
用
地
の
取
り
扱

い
や
管
理
の
事
等
具
体
的

な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

仮
換
地
指
定
後
、
三
井
不

動
産
㈱
に
よ
る
用
地
取
得

や
施
設
の
詳
細
設
計
等
の

準
備
が
本
格
的
に
な
る
と

思
う
。

【
問
】そ
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
乗
り
入
れ
の
可
能
性

の
あ
る
新
た
な
幹
線
ル
ー

ト
は
。

【
生
活
部
長
】徳
重
駅
か
ら

名
古
屋
岡
崎
線
を
通
り
、

清
水
ヶ
根
交
差
点
を
曲
が

っ
て
、
瀬
戸
大
府
線
を
通

り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

入
る
ル
ー
ト
が
有
力
に
な

る
と
思
う
。

水路築造工事

【
問
】老
人
憩
の
家
の
利
用

者
数
は
。

【
福
祉
部
長
】平
成
27
年
度

の
延
べ
人
数
は
5325
人
。

【
問
】
い
つ
建
て
ら
れ
た
か
。

【
福
祉
部
長
】昭
和
52
年
3

月
建
築
。
築
39
年
経
過
。

【
問
】
耐
震
診
断
は
い
つ

行
い
、
そ
の
結
果
は
。

【
福
祉
部
長
】
平
成
24
年

度
に
実
施
。
地
下
は
補
強

の
必
要
な
し
。
1
階
は
強

度
が
低
く
必
要
が
あ
る
。

【
問
】な
ぜ
今
日
ま
で
現
状

の
ま
ま
な
の
か
理
由
は
。

【
福
祉
部
長
】耐
震
改
修
等

の
総
費
用
が
約
4
千
万
円

必
要
と
な
り
現
在
、
他
の

活
用
方
法
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。

【
問
】い
つ
ま
で
こ
の
状
態

が
続
く
の
か
。

【
福
祉
部
長
】現
状
の
ま
ま

で
よ
い
と
は
考
え
て
い
な

い
。
耐
震
改
修
費
用
も
高

額
で
平
成
26
年
に
憩
の
家

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
庁

内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
足
し
、
現
施
設
を

い
こ
ま
い
館
や
町
民
会
館

へ
一
部
機
能
移
転
と
い
う

答
申
も
う
け
て
い
る
。
今

年
度
い
こ
ま
い
館
で
新
規

に
お
元
気
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
開
始
し
検
証
し
て
る
。

【
問
】
将
来
の
計
画
は
。

【
福
祉
部
長
】耐
震
の
関
係

も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
結
論
を
出
さ
ね
ば
と
考

え
て
い
る
。

議 員若松　孝行

Ｑ：「老人憩の家」の将来の計画は
Ａ：耐震の関係もあり早く結論を出したい

東郷町老人憩の家

7 平成28年11月１日 とうごう議会だより



一

般

質

問

【
問
】認
知
症
カ
フ
ェ
事
業

の
現
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

【
福
祉
部
長
】認
知
症
カ
フ

ェ
は
和
合
ケ
丘
地
区
で
月

２
回
開
催
。
９
月
か
ら
月

１
回
愛
厚
ホ
ー
ム
東
郷
苑

敷
地
内
の
「
東
郷
庵
」
で

試
行
的
に
開
催
す
る
。

【
問
】24
時
間
往
診
で
き
る

在
宅
支
援
診
療
所
の
看
取

り
事
業
の
取
り
組
み
は
。

【
健
康
部
長
】東
名
古
屋
医

師
会
と
連
携
し
在
宅
医
療

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
。

母
子
支
援
の
拡
充
は

【
問
】新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
と
公
費
負
担
は
。

【
健
康
部
長
】県
内
で
は
実

施
の
検
討
も
あ
り
注
視
し

研
究
す
る
。
今
は
産
婦
健

診
の
公
費
助
成
導
入
を
検

討
し
た
い
。

愛
知
池
自
然
環
境
・
水
辺

環
境
の
資
源
対
策
は

【
問
】
愛
知
池
の
現
況
は
。

【
生
活
部
長
】水
質
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
周
辺
の
監
視
や

指
導
を
継
続
す
る
。

【
問
】愛
知
池
周
辺
の
自
治

体
と
連
携
し
た
広
域
保
全

の
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】愛
知
池
は
愛
知

用
水
の
調
整
池
で
あ
る
が
、

今
後
は
連
携
が
伴
う
課
題

が
生
じ
た
場
合
、
積
極
的

に
近
隣
市
や
水
資
源
機
構

と
連
携
を
図
り
た
い
。

星野　靖江 議 員

Ｑ：安心して暮らせる多様な在宅生活支援対策は
Ａ：地域包括支援センターを１カ所増設したい

【
問
】
本
町
の
交
通
事
故
・

人
身
事
故
を
踏
ま
え
要
因

と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】人
身
事
故
は

毎
年
250
件
前
後
あ
る
。
要

因
は
、
通
勤
や
買
い
物
な

ど
マ
イ
カ
ー
依
存
が
高
い
。

町
内
通
過
車
両
や
幹
線
道

路
か
ら
生
活
道
路
を
通
り

抜
け
車
両
が
多
い
。
原
因

は
、
出
会
い
頭
や
右
左
折

の
際
に
巻
き
込
み
事
故
、

前
後
左
右
の
安
全
確
認
が

不
十
分
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
交
通
安
全
対
策
と

し
て
は
、
高
齢
者
免
許
証

返
納
制
度
の
継
続
、
高
齢

者
や
児
童
へ
の
交
通
安
全

教
室
の
実
施
、
関
係
団
体

と
の
連
携
に
よ
る
交
通
安

全
町
民
運
動
を
展
開
。
街

路
灯
131
基
分
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
道
路
環
境
整
備
す
る
。

【
問
】道
路
の
整
備
と
し
て

町
内
で
の
歩
行
者
の
安
全

確
保
、
渋
滞
緩
和
・
地
区

市
街
地
へ
の
流
入
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

【
経
済
建
設
部
長
】今
年
度

県
道「
和
合
交
差
点
東
側
の

歩
道
未
整
備
区
間
」の
歩
道

設
置
工
事
を
実
施
す
る
。

今
後
、
春
木
中
学
校
西
側

道
路
な
ど
に
防
護
柵
を
設

置
し
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
を
行
な
っ
て
い
く
。
生

活
道
路
へ
の
進
入
車
両
の

抑
制
策
と
し
て
「
地
区
内

時
速
30
㎞
規
制
」
等
を
関

係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る
。

議 員近藤　鑛治

Ｑ：第 4次東郷町交通安全計画「実施する施策」は
Ａ：交通弱者が安心して暮らせる社会実現を目指す

県道「和合交差点東側の
歩道未整備区間」の現状

歩道なし

愛知池の水辺環境資源を次世代に
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一

般

質

問

【
問
】
仮
称
新
諸
輪
保
育
園

建
設
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

【
福
祉
部
長
】
運
営
法
人
は

真
人
舎
に
決
定
。
従
来
か

ら
の
保
育
の
継
承
、
園
児

の
環
境
変
化
に
配
慮
し
た

引
継
ぎ
保
育
、
ス
モ
ッ
ク

等
保
育
用
品
の
継
続
使
用

等
の
確
認
の
協
議
を
実
施
。

5
月
開
催
の
上
城
、
諸
輪

両
園
の
保
護
者
説
明
会
で

法
人
へ
期
待
す
る
多
数
の

ご
意
見
を
頂
い
た
。
工
事

は
現
在
園
舎
建
設
工
事
入

札
段
階
で
当
初
予
定
通
り
。

【
問
】
開
園
は
い
つ
頃
か
。

【
福
祉
部
長
】
園
舎
完
成
を

来
年
8
月
、
行
事
予
定
な

ど
を
み
て
10
月
頃
を
予
定
。

【
問
】
北
山
台
に
建
設
予
定

の
3
歳
未
満
児
対
象
保
育

建
設
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

【
福
祉
部
長
】
双
峰
学
園
が

開
設
準
備
し
、
定
員
は
42

名
。
来
年
3
月
完
成
、
4

月
開
園
を
目
指
し
、
建
設

工
事
が
進
行
中
。

【
問
】
北
山
台
地
区
へ
保
育

園
建
設
に
つ
い
て
説
明
会

が
行
な
わ
れ
た
か
を
問
う
。

【
福
祉
部
長
】
自
治
会
や
隣

地
の
お
宅
に
計
画
の
説
明

を
し
、
9
月
3
日
に
コ
ミ

セ
ン
に
て
開
催
し
た
。

※
そ
の
他
に
『
諸
輪
東
部

開
発
』
の
現
状
に
つ
い
て

と
『
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
』
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

加藤　達雄 議 員

Ｑ：待機ゼロを目指す二つの保育園の建設状況は
Ａ：新諸輪は来年10月、北山台は同年4月開園予定

【
問
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
利

活
用
に
つ
い
て
。

【
教
育
部
長
】
各
種
デ
ジ
タ

ル
教
材
に
よ
る
学
習
の
た

め
各
学
校
に
１
台
以
上
電

子
黒
板
を
設
置
。
映
像
に

よ
っ
て
理
解
を
深
め
る
目

的
で
デ
ジ
タ
ル
モ
ニ
タ
ー

テ
レ
ビ
の
設
置
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進

展
を
鑑
み
整
備
し
た
い
。

【
問
】
部
活
動
と
文
化
協
会

や
体
育
協
会
と
の
連
携
は
。

【
教
育
部
長
】
個
人
的
つ
な

が
り
で
指
導
を
依
頼
す
る

な
ど
の
動
き
は
あ
る
が
組

織
的
連
携
に
い
た
っ
て
い

な
い
。
技
術
指
導
上
、
今

後
連
携
の
必
要
性
は
感
じ

る
が
種
目
の
課
題
も
あ
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
今
後

【
問
】
愛
知
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
将
来
は
。

【
教
育
部
長
】
開
設
以
来
、

教
育
研
修
施
設
と
し
て
利

用
。
今
後
に
つ
い
て
正
式

に
県
か
ら
情
報
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
。

【
経
済
建
設
部
長
】
日
進
三

好
線
は
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
重
要
な
幹

線
道
路
と
位
置
付
け
て
い

る
。
県
か
ら
は
、
面
的
な

整
備
予
定
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
く
と
回
答
を
得
て

い
る
が
、
現
在
具
体
的
な

動
き
は
な
い
。
都
市
マ
ス

の
位
置
づ
け
に
基
づ
き
、

地
元
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
す
す
め
て
い
き
た
い
。

議 員水川　　淳

Ｑ：本町における個性的な教育は
Ａ：産学官連携の運動指導や学校支援員の充実など

関心が集まる老朽化の進む
教育センターと周辺の整備

北山台の保育園建設現場
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般

質

問

【
問
】
い
こ
ま
い
館
水
中
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
現
在
の

水
質
管
理
方
法
は
。

【
健
康
部
長
】
目
に
見
え
る

汚
れ
は
循
環
ろ
過
装
置
に

よ
り
、
目
に
見
え
な
い
汚

れ
は
塩
素
剤
注
入
に
よ
り

管
理
を
実
施
し
て
い
る
。 

【
問
】
装
置
に
よ
る
15
分
間

隔
で
の
塩
素
投
入
で
は
一

時
的
に
で
は
あ
れ
基
準
限

度
を
超
え
る
。
利
用
者
が

急
増
し
た
場
合
の
み
人
力

で
投
入
で
き
な
い
か
。

【
健
康
部
長
】
利
用
時
間
に

よ
り
利
用
人
数
の
増
減
が

激
し
く
対
応
で
き
な
い
。 

【
問
】
国
内
外
で
オ
ゾ
ン
、

紫
外
線
に
よ
る
水
処
理
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
と
聞

く
が
、
今
後
の
水
質
管
理

の
方
向
性
は
。

【
健
康
部
長
】
オ
ゾ
ン
、
紫

外
線
、
光
触
媒
を
一
体
化

さ
せ
て
処
理
す
る
複
合
機

器
の
導
入
を
検
討
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
に
つ
い
て

【
問
】
本
町
初
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

な
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
ス
タ

ー
ト
。
災
害
等
緊
急
情
報

は
別
の
専
用
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
発
信
し
た
ら
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】
先
進
地
事
例

を
参
考
に
研
究
す
る
。

【
問
】
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ラ
イ
ン
導
入
の
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】
ま
ず
は
ト
ッ

ピ
ィ
の
つ
ぶ
や
き
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
頂
き
た
い
。

石橋　直季 議 員

Q：水中トレーニング室の塩素処理に限界ないか
Ａ：オゾン等で処理する複合機器導入を検討する

【
問
】
道
の
駅
を
つ
く
り
高

齢
者
の
雇
用
を
創
る
、
と

い
う
意
向
の
よ
う
だ
が
、

官
製
雇
用
の
必
要
性
は
。

本
町
の
有
効
求
人
倍
率
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
平
成

26
年
度
が
0.66
倍
、
平
成
27

年
度
が
0.74
倍
。

【
問
】
道
の
駅
の
平
均
的
な

建
設
コ
ス
ト
は
10
億
か
ら

15
億
と
聞
く
。
維
持
費
等

を
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
は
、
そ
の
約
5

倍
と
言
わ
れ
て
い
る
。
道

の
駅
で
の
雇
用
は
、
そ
の

コ
ス
ト
に
合
っ
て
い
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
町
民
優

先
で
雇
用
し
て
い
く
。
建

設
費
に
つ
い
て
は
今
後
、

説
明
す
る
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

【
問
】
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
用

地
の
負
担
は
三
井
不
動
産

㈱
と
協
議
す
る
と
の
事
だ
が
、

組
合
負
担
と
な
っ
た
場
合
、

平
均
減
歩
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
積
算
し

て
い
な
い
。

大
型
投
資
と
財
政
計
画

【
問
】
町
は
セ
ン
ト
ラ
ル
開

発
関
係
に
、
今
以
上
の
支

出
を
考
え
て
い
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
現
状
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
費
用

を
除
き
16
億
7550
万
円
。
債

務
負
担
行
為
10
億
円
も
再

考
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
状
況
で
。

井俣　憲治 議 員

Ｑ：道の駅等へ数十億円の投資、財政は大丈夫か
Ａ：実質公債費率等は厳しくなるが、投資と考える

道の駅もっくる新城

トッピィのつぶやきは
「@togo_town」で検索
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問

【
問
】
災
害
時
の
い
こ
ま
い

館
の
福
祉
避
難
所
の
対
象

者
は
、
ど
ん
な
方
か
。

【
総
務
部
長
】
対
象
は
、
避

難
所
に
お
い
て
何
ら
か
の

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方

で
身
体
障
が
い
者
、
知
的

障
が
い
者
、
精
神
障
が
い

者
に
相
当
す
る
方
。

【
問
】
い
こ
ま
い
館
以
外
の

８
つ
の
福
祉
施
設
と
は
。

【
総
務
部
長
】
高
齢
者
と
精

神
障
が
い
者
の
施
設
に
分

か
れ
る
。
愛
厚
ホ
ー
ム
東

郷
苑
、
東
郷
春
木
ケ
ア
ハ

ウ
ス
、
イ
ー
ス
ト
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
、
柏
葉
荘
、
老
人
保

健
施
設
和
合
の
里
、
あ
っ

と
ほ
ー
む
東
郷
、
メ
ド
ッ

ク
東
郷
、
エ
イ
ジ
ト
ピ
ア

諸
輪
。

【
問
】
介
護
予
防
と
は
。

【
福
祉
部
長
】
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に

暮
ら
す
た
め
、
自
分
で
出

来
る
こ
と
は
、
自
分
で
す

る
、
自
分
の
健
康
に
責
任

を
持
ち
自
身
の
選
択
で
健

康
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

自
助
が
基
本
と
な
る
。

【
問
】
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

【
福
祉
部
長
】
地
域
の
支
え

合
い
の
担
い
手
と
し
て
活

動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
も
な

る
。
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

【
問
】
本
町
の
減
収
金
額
は
。

【
総
務
部
長
】
町
民
税
が
約

1960
万
円
、
県
民
税
が
約
1310

万
円
の
減
収
。

【
問
】
本
年
か
ら
始
め
た
返

礼
品
の
内
容
と
寄
付
件
数
、

寄
付
金
額
は
。

【
総
務
部
長
】
1
万
円
以
上

の
寄
付
に
農
産
物
や
工
芸

品
等
15
品
目
の
返
礼
品
。

4
月
か
ら
7
月
末
で
5
件

106
万
の
寄
付
実
績
。

【
問
】
豊
明
市
で
は
100
万
円

の
寄
付
で
、
が
ん
早
期
発

見
の
た
め
の
検
査
機
器「
Ｐ

Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
」
も
使
う
一

泊
二
日
の
人
間
ド
ッ
グ
で

特
別
室
に
宿
泊
で
き
る
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を

提
示
し
た
。
本
町
民
が
寄

付
し
な
い
か
心
配
で
あ
る
。

本
町
も
和
合
ゴ
ル
フ
場
や

愛
知
池
を
活
用
し
た
体
験

型
の
返
礼
品
を
検
討
し
な

い
の
か
。

【
総
務
部
長
】全
国
の
方
々

に
、
ま
ず
は
東
郷
町
の
特

産
品
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

購
入
に
繋
が
る
流
れ
を
主

眼
と
し
て
、
体
験
型
の
返

礼
品
は
考
え
て
な
い
。

【
問
】
近
隣
市
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
で
寄
付
を
集
め
て

い
る
。
本
町
も
マ
ゴ
マ
ゴ

し
て
お
れ
ば
、
今
年
は
億

単
位
で
他
市
町
に
流
れ
て

し
ま
う
か
も
。
対
策
は
。

【
総
務
部
長
】
本
年
12
月
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
が
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

加藤　宏明 議 員

Ｑ：ふるさと納税で他市町村に寄付した人数と金額は
Ａ：昨年は517人、寄付金額は約4200万円

町外への寄付額は昨年4,200万円

いしい　ゆみ 議 員

Ｑ：災害時の福祉避難所とは
Ａ：避難所生活に緊急を要する方を受け入れる施設

イーストプラザいこまい館
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問
國府田さとみ 議 員

Ｑ：子どもの貧困対策における取り組みは
Ａ：教育費の軽減、母子家庭への経済支援等

【
問
】教
育
支
援
に
つ
い
て
。

【
教
育
部
長
】現
在
小
・
中

学
校
に
お
い
て
生
活
保
護

世
帯
は
無
く
、
準
要
保
護

世
帯
児
童
168
名
に
対
し
就

学
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】福
祉
関
連
機
関
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
。

【
教
育
部
長
】Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
関

系
機
関
と
の
仲
立
を
す
る
。

【
問
】学
力
保
障
に
つ
い
て
。

【
教
育
部
長
】少
人
数
授
業
、

取
出
し
授
業
、
通
級
授
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り

き
め
細
か
な
教
育
に
は
少

人
数
教
室
運
営
へ
の
教
員

定
数
改
善
を
要
望
す
る
。

【
問
】放
課
後
に
お
い
て
の

学
習
支
援
と
し
て
は
。

【
教
育
部
長
】き
ら
き
ら
こ

ど
も
に
お
い
て
自
主
学
習

の
時
間
、
環
境
を
充
実
さ

せ
る
様
努
力
を
し
て
い
る
。

【
問
】ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

生
活
・
就
労
支
援
は
。

【
福
祉
部
長
】就
労
支
援
相

談
、
月
１
で
母
子
父
子
家

庭
等
自
立
支
援
相
談
。

【
問
】児
童
虐
待
、
ネ
グ
レ

ク
ト
（
食
事
や
栄
養
状
態

確
保
）へ
の
取
り
組
み
は
。

【
福
祉
部
長
】学
校
・
保
育

園
・
児
童
館
・
健
康
課
か

ら
の
情
報
を
共
有
・
連
携

し
、必
要
な
支
援
を
実
施
。

【
健
康
部
長
】非
課
税
世
帯

の
体
重
増
加
不
良
乳
児
へ

の
粉
ミ
ル
ク
の
支
給
、
乳

幼
児
健
診
時
の
食
育
・
栄

養
相
談
を
実
施
。

貧困の状況にある子供を支援する
「子どもの貧困対策」

若園ひでこ 議 員

Ｑ：来年10月開催愛知県民茶会のその規模は
Ａ：会場はアリーナ、想定来場者は約2000人

【
問
】
来
年
の
10
月
に
、
愛

知
県
民
茶
会
が
当
町
で
開

催
さ
れ
る
。
町
外
か
ら
も

多
く
の
人
々
の
ご
来
席
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

地
と
な
る
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
か
。

【
教
育
部
長
】
当
町
の
魅
力

を
町
外
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
思
っ
て
い
る
。

【
問
】
主
催
は
東
郷
町
文
化

協
会
茶
道
部
と
思
う
。

で
は
、
当
町
の
ス
タ
ン
ス

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
教
育
部
長
】
後
援
と
な
る
。

【
問
】
茶
会
の
成
功
は
当
町

の
良
い
ピ
ー
ア
ー
ル
に
つ

な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は

サ
ポ
ー
ト
役
を
し
っ
か
り

と
当
町
が
行
う
事
が
大
切

と
考
え
る
が
。

【
教
育
部
長
】
当
町
か
ら
150

万
円
、
愛
知
県
文
化
協
会

連
合
会
か
ら
50
万
円
、
東

郷
町
文
化
協
会
か
ら
100
万

円
の
補
助
予
定
で
あ
る
。

【
問
】
町
内
外
へ
の
開
催
宣

伝
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
広
報
と
う
ご
う
・
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
報
道

機
関
へ
の
積
極
的
な
情
報

提
供
を
考
え
て
い
る
。
こ

の
県
民
茶
会
が
成
功
で
き

る
よ
う
努
め
て
行
く
。

立礼のお茶席
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問

【
問
】
基
礎
調
査
の
結
果
を

公
表
す
る
考
え
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】ま
と
ま

り
次
第
、
す
み
や
か
に
公

表
し
た
い
。

【
問
】
日
進
市
も
道
の
駅
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
基
本
方
針
を
つ
く
る

の
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】そ
れ
も

含
め
、
基
本
方
針
を
ま
と

め
る
。

【
問
】「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】商
工
会
、

農
協
、
道
路
管
理
者
の
国
・

県
、
建
設
予
定
地
の
地
元

代
表
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】
会
議
の
議
事
録
を
公

表
す
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】公
表
す

る
。小

中
学
校
の
空
調
整
備

【
問
】
小
中
学
校
全
教
室
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
。

【
教
育
部
長
】エ
ア
コ
ン
整

備
も
重
要
だ
が
、
安
全
性

を
優
先
し
校
舎
の
大
規
模

改
修
を
進
め
た
い
。
必
要

性
を
含
め
設
置
箇
所
や
運

用
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

介
護
保
険
の
制
度
改
定

【
問
】
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

の
対
象
縮
小
な
ど
国
の
動

き
に
対
す
る
認
識
は
。

【
福
祉
部
長
】国
で
も
未
決

定
。
注
視
す
る
。

門原　武志 議 員

Ｑ：「道の駅」は調査結果のすみやかな公開を
Ａ：そうする

県道瀬戸大府東海線から見た
国道153号線（名古屋方面）

総
務
経
済
委
員
会
　
町
内
研
修

尾三消防組合・豊明市・長久手市
消防指令センタ－

　

９
月
１
日
、
総
務
経
済
委
員
会
は
町

内
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
所
管

の
総
務
部
、
企
画
部
、
生
活
部
、
経
済

建
設
部
、
会
計
課
、
監
査
委
員
事
務
局
、

議
会
事
務
局
よ
り
主
な
事
業
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
町
内
の
尾
三
消
防
組
合
・

豊
明
市
・
長
久
手
市
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
、
諸
輪
東
部
開
発
企
業
立
地
㈱
フ
ジ

テ
ッ
ク
、
農
業
企
業
参
入
ト
マ
ロ
ッ
ソ

東
郷
フ
ァ
ー
ム
、
春
木
台
狐
塚
北
公
園

耐
震
性
貯
水
槽
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

【
尾
三
消
防
組
合
・
豊
明
市
・
長
久
手

市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
】
同
セ
ン
タ
ー

で
は
、
聴
覚
や
発
語
の
障
が
い
の
あ
る

人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し

て
救
急
等
を
通
報
で
き
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ
１

１
９
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

【
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
】
平
成
27
年
度
、
蛍

光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
、
既
存

交
換
2229
基
、新
規
設
置
125
基
の
整
備
で
、

導
入
後
の
維
持
費
が
約
40
％
節
約
に
な

り
ま
し
た
。

総
務
経
済
委
員
長
　
加
藤
啓
二LED防犯灯
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広
報
広
聴
委
員
会
　
県
外
研
修

文
教
民
生
委
員
会
　
県
内
研
修

■
京
都
府
木
津
川
市
議
会

　

旧
木
津
川
町
議
会
広
報
は
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
７
年
連
続
入
賞
の
実

績
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
19
年
３

月
の
合
併
後
は
委
員
間
の
編
集
方

針
も
紆
余
曲
折
し
た
が
、
今
で
は

共
通
理
解
を
得
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
熱
意
あ
る
編
集
会
議
と
な
っ

た
こ
と
。
今
後
は
限
ら
れ
た
予
算

の
た
め
、
頁
数
や
文
字
数
に
制
限

が
あ
る
が
、
住
民
に
わ
か
り
や
す

い
編
集
に
心
掛
け
た
こ
と
等
の
説

明
が
あ
っ
た
。
よ
り
良
い
紙
面
づ

く
り
に
向
け
た
発
行
行
程
は
、
有

意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

■
滋
賀
県
竜
王
町
議
会

　

「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ
る
広

報
」
づ
く
り
を
目
指
す
編
集
作
業

は
、
議
会
に
関
心
を
…
と
町
民
参

加
の
頁
を
考
え
、
住
民
の
笑
顔
や

傍
聴
記
や
い
き
い
き
人
生
欄
の
原

稿
依
頼
等
を
工
夫
。
ま
た
、
専
門

的
な
内
容
に
興
味
が
な
い
と
の
声

を
参
考
に
、文
字
数
を
少
な
く
し
、

余
白
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
心
掛
け

て
い
る
こ
と
等
、説
明
が
あ
っ
た
。

広
報
広
聴
の
観
点
か
ら
も
、
よ
り

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
再

認
識
し
た
研
修
で
あ
っ
た
。

広
報
広
聴
委
員
長
　
星
野
靖
江

　

７
月
11
日
、
文
教
民
生
委
員
会

は
、
名
古
屋
市
北
区
の
私
立
若
松

幼
稚
園
と
春
日
井
市
教
育
委
員
会

を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
若
松
幼

稚
園
は
、
ヨ
コ
ミ
ネ
式
保
育
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
コ
ミ
ネ
式
と
は
、「
将
来
、
世

の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
、
必
要

な
心
の
力
・
学
ぶ
力
、
体
の
力
を

つ
け
さ
せ
る
た
め
の
学
育
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。「
保
育
に
欠
け
る

子
ど
も
を
預
か
る
」
本
町
保
育
園

に
も
、
子
ど
も
達
の
将
来
を
見
据

え
た
付
加
価
値
の
高
い
保
育
で
あ

れ
ば
街
の
魅
力
は
増
す
と
深
く
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
日
井
市
で
は
、
新
学

習
指
導
要
領
を
見
越
し
、
大
学
入

試
改
革
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
対

応
し
て
い
る
状
況
を
研
修
し
ま
し

た
。
子
育
て
支
援
の
本
来
あ
る
べ

き
姿
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
と
、

そ
う
で
な
い
自
治
体
と
の
差
を
決

定
づ
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
、
参
考
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
研
修
で
し
た
。

文
教
民
生
委
員
長
　
井
俣
憲
治

文教民生県内研修 ( 若松幼稚園 )

木津川市議会にて（７月19日）

竜王町議会にて（７月20日）

文教民生県内研修 (春日井市 )
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議
会
運
営
委
員
会
　
県
外
研
修

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
　
県
内
研
修

　

議
会
基
本
条
例
制
定
を
テ
ー
マ

に
豊
田
市
と
武
豊
町
の
議
会
に
伺

い
ま
し
た
。

　

豊
田
市
は
平
成
21
年
５
月
に
、

武
豊
町
は
平
成
22
年
４
月
に
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
検

討
期
間
は
豊
田
市
は
１
年
、
武
豊

町
は
半
年
間
。
い
ず
れ
も
短
期
間

で
制
定
で
き
た
の
は
、
他
の
議
会

の
条
文
を
参
考
に
す
る
な
ど
先
進

事
例
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
か

ら
で
す
。

　

武
豊
町
議
会
は
条
例
案
を
作
る

中
で
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
始

め
た
そ
う
で
す
。
東
郷
町
議
会
は

す
で
に
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換

会
を
行
っ
て
い
る
の
で
武
豊
町
の

事
例
は
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

豊
田
市
議
会
が
議
会
基
本
条
例

制
定
後
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
こ

の
条
例
を
知
っ
て
い
る
市
民
は
６

％
と
の
こ
と
で
し
た
。
条
例
が
期

待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

結
果
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
郷
町
で
は
先
進
事
例
を
参
考

に
し
つ
つ
慎
重
に
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
小
委
員
長

　
門
原
武
志検討中に作った「主な規定項目を議会別にまとめた一覧表」

（豊田市議会）

湯河原町議会にて（８月５日）

■
静
岡
県
藤
枝
市
議
会

　

平
成
21
年
１
月
、
岡
部
町
と
編

入
合
併
後
、
議
長
諮
問
に
よ
る
議

会
改
革
研
究
会
を
設
置
。
本
会
議

と
委
員
会
運
営
や
議
会
基
本
条
例

制
定
の
研
究
、
広
報
活
動
の
充
実

等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

例
え
ば
、
決
算
特
別
委
員
会
審

査
後
、
次
年
度
予
算
編
成
に
向
け

市
長
に
提
言
書
を
提
出
。
そ
の
後
、

平
成
26
年
４
月
、
理
念
条
例
と
せ

ず
真
の
基
本
条
例
を
目
指
し
た
議

会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
議

会
運
営
の
点
か
ら
政
策
提
言
も
含

め
た
研
修
で
あ
っ
た
。

■
神
奈
川
県
湯
河
原
町
議
会

　

平
成
19
年
４
月
、
議
会
基
本
条

例
を
制
定
。
そ
の
後
は
さ
ら
な
る

協
働
の
推
進
と
具
体
化
を
図
っ
た

議
会
報
告
会
や
一
般
会
議
を
と
お

し
て
得
た
意
見
や
提
案
を
い
か
に

政
策
に
活
か
す
こ
と
と
考
え
、
議

会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
新

た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
も
あ
り
、

基
本
条
例
を
一
部
改
正
し
た
。
例

え
ば
「
湯
河
原
町
と
地
域
の
絆
を

育
む
条
例
」
等
の
実
例
を
と
お
し

て
新
し
い
議
会
運
営
の
制
度
化
や

開
か
れ
た
議
会
研
修
と
な
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
長
　
星
野
靖
江

藤枝市議会にて（８月４日）
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議会だよりは再生紙を使用しています。

委
員
長	

星
野
靖
江

副
委
員
長	

い
し
い
ゆ
み

	

國
府
田
さ
と
み

	

西
尾
隆
男

	

若
松
孝
行

	

井
俣
憲
治

	

近
藤
鑛
治

	

門
原
武
志

広
報
広
聴
委
員
会

駐在員・区長・自治会長のみなさんと懇談

一般質問、その後どうなった？

　東郷町議会は７月、駐在員・区長・自治会
長のみなさんを招き、意見交換を行いました。
この意見交換は毎年１回実施し、今年で４回
目です。懇談では、様々な問題が地域の力だ
けでは解決が難し
いといった意見が
出されました。議会
は、懇談で出された
意見を行政に伝え
ています。

胃がん検診に胃カメラを導入しては？ 🆀

　国ががん検診の指針を変更したのに合わせ、今
年９月から、東郷町は50歳以上の人を対象に、
町内の医療機関での胃カメラによる胃がん検診を
実施しています。自己負担金は3200円です。

国は、胃部X線検査による胃がん検診を推
奨しているため、考えない。

（平成24第２回定例会）

A

⬇

●12月定例会で審査する請願・陳情の提出期限は11月
16日㈬午後３時です。ただし緊急を要すると議会運営
委員会が判断したものは、この限りではありません。

●本会議は午前10時、委員会は午前９時開始です。傍聴
にお越しください。なお委員会の傍聴には委員長の許
可が必要です。開始時刻より早めにお越しくださるよ
うお願いします。

11
月
28
日
㈪	

本
会
議
（
議
案
上
程
）

12
月
５
日
㈪	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

	

６
日
㈫	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

	

７
日
㈬	

本
会
議

	
	

（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
）

	

12
日
㈪	

総
務
経
済
委
員
会

	

13
日
㈫	

文
教
民
生
委
員
会

	

20
日
㈫	

本
会
議（
討
論
・
採
決
）

平
成
28
年
12
月
定
例
会
の
日
程

　きらきらこどもで人気の体験活動。お客様、
もてなす人、おはこびさんの３役に分かれてそ
れぞれの所作を学びます。子どもたちの生活の
中で、こうした心落ち着かせて過ごす時間を持
つ事はとても大切ですね。ちょっといつもと違
う表情が新鮮なひとコマとなりました。

表紙の写真

〒470-0198
愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地
TEL.0561-38-3111　FAX.0561-38-3118
Eメール　tgo-gikai@town.aichi-togo.lg.jp

連
絡
先

議会へのご意見をお待ちしています。

日時　11月6日㈰午前10時～11時30分
場所　いこまい館　多目的室
ご参加をお待ちしています。

議会報告会・意見交換会

議長室から 副議長　水川　淳
　副議長という大役を預って
以来、気づけば早や２つの定
例会が終わりました。
　議長を補佐しなければと、
議会活動を見渡すと、議会活
性化特別委員会では２つの小
委員会がそれぞれに議会機能
の充実のため精力的に議論を
重ね、広報広聴委員会を含む
３つの常任委員会は、住民との関わりに知恵を絞り
各種団体との懇談を積極的に実施するなど、各議員
の姿勢に刺激を受けております。
　議会が二元代表の一翼として健全に機能すべく、
議会全体の調整役を引き続き果たしてまいります。


